
事業進捗等について（河川事業）

事業名
（箇所名）

実施箇所
事業期間等

上段：前回評価時
下段：現時点

総事業費（億円）
上段：前回評価時
下段：現時点

事業を巡る社会経済情勢等の変化 主な事業の進捗状況 主な事業の進捗の見込み コスト縮減や代替案等の可能性

【天塩川中上流地区自然再生】
・魚道整備、河道整正等の進捗を図
り、平成40年度完成に向けて事業を
進める。

【名寄川地区かわまちづくり】
・管理用通路等の進捗を図り、平成
34年度完成に向けて事業を進める。
・平成31年度から現地の整備に着手
する予定である。

【天塩川下流地区自然再生】
・引き続き、河道掘削等の進捗を図
り、平成41年度完成に向けて事業を
進める。

【天塩地区かわまちづくり】
・引き続き、高水敷整正等の進捗を
図り、平成37年度完成に向けて事業
を進める。

【コスト縮減】
・天塩川中上流地区自然再生、名寄
川かわまちづくり、天塩川下流地区
自然再生及び天塩地区かわまちづく
りは、これまで、現地発生土の有効
利用、他事業により発生した土砂の
管理用道路における盛土流用、モニ
タリングにおけるＮＰＯ等と連携等に
よりコスト縮減を図ってきており、引
き続きコスト縮減に努めていく。
【代替案】
・計画立案段階から、有識者や関係
機関等からなる協議会等において
議論を重ね、現計画が最適であるこ
とを確認している。

天塩川総合水系環境
整備事業

北海道名寄市、士別
市、和寒町、剣淵町、
下川町、美深町、音
威子府村、中川町、
天塩町、稚内市、豊
富町、幌延町

平成16年度
～平成41年度
平成16年度
～平成41年度

約48
約48

【天塩川中上流地区自然再生】
・天塩川中上流域の平成29年1月1日現在の人口は約6万人であ
り、近年、緩やかな減少傾向となっている。
・地元リバーガイド及びカヌー利用者の方とサケ産卵床創出に関す
る現地視察、意見交換等を行っているほか、地域で活動するNPO
法人と連携し、天塩川でサケ産卵状況の観察会などを開催してい
る。
【名寄川地区かわまちづくり】
・名寄市及び下川町の近年の人口は約3万人で減少傾向にあり、高
齢化率は増加傾向にある。
・下川町では、サンルダムの新たに創出される湖及びその周辺区
域を観光資源として活用を図るため、サンルダム周辺整備計画を
策定している。また、名寄市、下川町職員、地元サイクリングクラブ
等を中心として、サイクリングコースの試走等を行っている。
【天塩川下流地区自然再生】
・天塩川下流域の人口は、天塩町・幌延町合わせて約5,720人（平
成28年現在）であり、近年、大きな変化はない。
・「天塩川治水促進期成会」などの流域市町村を主体とした地元期
成会から治水安全度の早期向上及び環境に配慮した河川整備の
要望並びに三日月湖、汽水域等の自然再生と環境保全が要望され
ている。
【天塩地区かわまちづくり】
・天塩町の人口は減少傾向となっているが、観光入込客数は、道の
駅オープン以後、増加した。
・検討委員を中心とした地域住民独自で天塩町フェスタ開催、野鳥
観察、縄文体験、食品開発を計画・試行（試作）するなど、河川の利
活用メニューの開発に取り組んでいる。

【天塩川中上流地区自然再生】
・平成30年度事業着手し、整備のた
め調査設計を行っている。
【名寄川地区かわまちづくり】
・平成30年度事業着手し、整備のた
め調査設計を行っている。
【天塩川下流地区自然再生】
・平成29年度末時点で事業進捗率
約75％（総事業費約21億円に対し、
約15億円実施済み）
【天塩地区かわまちづくり】
・平成29年度末時点で事業進捗率：
約13％（総事業費約8.8億円に対し、
約1.2億円実施済み）


